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センター長 挨拶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊橋技術科学大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グローバル工学教育推進機構

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際交流センター長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大　　門　　裕　　之

　平成26年 4月 1日より小生がセンター長となり、体制も大きく変わりました。平成26年 3月に 9年半、

本学に務められセンター教員であった田村真奈美英語教員、同じく 3月に 4年間、本学に務められセン

ター教員（センター教員としては半年間）であった山本綾英語教員が他大学へ異動されました。また、

34年間、本学に務められセンター教員（センター教員およびセンター長として 4年間）であった浜島昭

二ドイツ語教員も定年で退職されました。平成25年10月から、ユージン・ライアン英語教員、平成26年

4 月から、吉村弓子日本語教員、蒲原弘継専門教員が着任されました。この様に、スタッフの異動、さ

らには、様々な事業の採択や社会の動向から新執行部の下、体制が大きく変わりました。これに伴い、

まずは、これまでセンターが企画・運営をしてきた事業の確認および見直しを一つ一つ丁寧に行いまし

た。センターが取り纏めている留学生に対する日本語教育についても、これまでの経緯から講義内容、

各教員の講義の担当数、教員の必要数等の確認と検討を行いました。センターの事業においては、それ

ぞれの継続性を高めるべく、国際課との綿密な連携の下、役割分担とマニュアルの作成を心掛けました。

これまで、多大な作業により前年度までに立ち上げられた事業を定常化させるためです。もちろん、前

年度の反省を基に、その都度、改善や工夫を加えてきました。新しい事業に向けて事業の再編も行い、

各事業の内容や目的の確認と共に、企画・運営の形を整えた一年となりました。

　留学生に対する相談業務をより充実させるべく相談担当教員を増員しました。履修および学業相談を

通じ、個別面談をする機会を多く持ちました。大学全体としても相談体制の再構築および新たな方針が

示されました。国際交流センターでは、就職活動や研究に関する相談が増えました。

　国際交流会館の館長は、国際交流センター長が兼務をすることになっています。入居者および入居に

関する問題の際には、国際課との連携により対応をしてきました。入居者に対するオリエンテーション

には出席をしておりますが、実際に、会館の運営状況や管理状況に対する認識が低いものでした。よっ

て、新年度に向けて、抜本的な改革を進めることにしました。まずは、入居している学生の会館利用に

対する意識改革です。整理整頓された国際交流会館へぜひ足を運んでみてください。



－ 36 －

1．教育活動

（1）セミナー

　留学生ワークショップ「海外・日本で活躍する技術者を目指して」

　“International Student Workshop － Toward Success as Global Engineers” 

　日時：平成26年 4月18日（金）14：00～16：00

　場所：A-301

　講演者：Dr. Khoirul Anwar（北陸先端科学技術大学大学院　助教）

　講演タイトル：“Learn the Signs: How to Be a Great Scientist” 

　司会：Ms. Anjani Putri（建築・都市システム学系　博士前期課程）

　パネルディスカッション：“Toward Success as Global Engineers”

　モデレータ： 関下 信正（機械工学系　准教授）

　パネリスト： Dr.Khoirul Anwar、蒲原弘継（国際交流センター　特任助教）、Mr.Roy Reyna（建築・

　　　　　　　都市システム学系　博士後期課程）

　主催：在日インドネシア留学生協会 (PPI)・豊橋支部

　共催：国際交流センター

　内容：インドネシア人でありながら北陸先端科学技術大学の助教であり、世界的に情報通信分野（ 4

　　　　G技術、情報理論、符号理論）において活躍している Dr.Khoirul Anwar を招き、留学生が異国

　　　　の研究生活でどのように成功できるか、どのような努力が必要か、について本学の現役学生も

　　　　交えて議論した。  

　在駐パキスタン大使講演会 「パキスタンの今、日本との関係」

　“Today's Pakistan － the Relations between Pakistan and Japan”

　日時：平成26年 9月17日（水）15：30～16：30

　場所：A-208

　講演者：Mr. Farukh Amil ( 在駐パキスタン大使館大使 ) 

　司会：蒲原 弘継（国際交流センター　特任助教）

　主催：国際交流センター、パキスタン大使館

　内容：普段、学生が知ることのないパキスタンと日本の関係についてご講演いただいた。

（2）集中講座

　センターでは、毎年 1講座12時間～15時間程度の集中講座を 3回～ 4回開催している。講座開始当時

の目的は、普段接する機会の少ない外国語に親しんでもらうことであったが、現在は講座のうち一つを、

授業で開講している外国語の強化目的で開講している。今年度も毎年開講希望の多い中級 TOEIC 対策講

座を開講した。もう二つの講座は英会話とマレー語を開催した。

期  間 内  容 講  師 参加者数

8月18日～ 8月20日 英会話 Kevin Lim（英語講師） 19

8 月25日～ 8月26日 マレー語　～言語と文化～

Lim Pang Boey（本学准教授）

Tan Wai Kian（本学特任助教）

Nor Ezzani binti Shahrulzaman（本学学生）

Hoong Jet Wei（本学学生）

26

3 月 9 日～ 3月11日 中級者向け TOEIC 対策 河合　信江（アルク専任講師） 16
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（3）日本語研修コース・日本語研修コースⅠ（初級）（2014 年度後期より改称）

　コース概要：大学院進学を目指す国費大使館推薦の研究留学生を主な対象とし、約15週間の日本語予

　　　　　　　備教育を行う。

　① 4月期日本語研修コース

　　開講期間等：平成26年度 4月期＜第19期＞　15週間

　　　　　　　　 4 月14日プレイスメント・オリエンテーション・授業開始・開講式、

　　　　　　　　 5 月30日研修旅行（名古屋港水族館）、8月 6日スピーチ発表会、

　　　　　　　　 8 月 6日修了式　

　　コーディネーター：村松由起子

　　修了者　Mbabazi James、Daniel De Elias Vazquez、 Leclere Darren John 計 3 名

　　時間割

　②10月期日本語研修コースⅠ（初級）

　　開講期間等：平成26年度10月期＜第20期＞　15週間

　　　　　　　　10月10日プレイスメント・オリエンテーション・開講式、

　　　　　　　　10月14日授業開始、　2月27日修了式

　　コーディネーター：村松由起子

　　修了者　Tran Thai Ha 計１名

　　時間割

（4）日本語初中級コース・日本語研修コースⅡ（初中級）（2014 年度後期より改称）

　コース概要：初級を終えた学習者が、中級に向けて日本語能力の向上を図り、専門教育において日本

　　　　　　　語の使用が可能になるよう基礎的な能力を養う。

　① 4月期日本語初中級コース

　　開講期間等：平成26年度 4月期＜第 3期＞　15週間

　　　　　　　　 4 月15日授業開始、７月29日授業終了

　　コーディネーター：村松由起子

　　受講者　Adrian Ashari、Asri Suciati、Noor Agha Hamdard、Ullah Subhan、 

　　　　　　Meidwinna Vania Michiani、Takuya Niwa、Choi Tong Joon、Bae Chayoung、

　　　　　　Aritra Yusfiasari Supandi  計 9 名

　　時間割

月　Mon. 火　Tue. 水　Wed. 木　Thu. 金　Fri.

1
8:50-10:20

日本語
（村松）

日本語
（石川）

日本語
（鈴木）

日本語
（石川）

日本語
（坂本）

2
10:30-12:00

日本語
（吉村）

日本語プレゼン
テーション
（桂田）

漢字
（石川）

日本語
（村松）

日本語
（石川）

日本語
（吉村）

月　Mon. 火　Tue. 水　Wed. 木　Thu. 金　Fri.

1
8:50-10:20

日本語
（村松）

日本語
（石川）

日本語
（鈴木）

日本語
（石川）

日本語
（坂本）

2
10:30-12:00

日本語
（吉村）

漢字
（吉村）

日本語
（鈴木）

日本語
（石川）

日本語
（吉村）

月　Mon. 火　Tue. 水　Wed. 木　Thu. 金　Fri.

1
9:30-10:15

初中級文法
（村松）

初中級会話
（村松）

3
13:30-14:15

初中級漢字
（村松）
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　②10月期日本語研修コースⅡ（初中級）

　　開講期間等：平成26年度10月期＜第 4期＞　15週間

　　　　　　　　10月10日プレイスメント、10月14日授業開始、

　　　　　　　　 2 月25日授業終了

　　コーディネーター：村松由起子

　　受講者　Mbabazi James、Nguyen Chi Linh、Meidwinna Vania Michiani、Takuya Niwa、

　　　　　　Bae Chayoung、Albadr Lutan Nasution、Oh Sunghun、Fistyan Ikhsan Wibowo、

　　　　　　Villagran Gutierrez Alejandra、Ullah Subhan、Chiu Chan-Yu、Leclere Darren John 計12名

　　時間割

（5）日本語補講・Basic Japanese（2014年度後期より改称）

　コース概要：日本語能力を有しない留学生、教員、研究者、その家族を対象とし、日本で日常生活を

　　　　　　　送る上で必要な基礎的な日本語を教える。

　①日本語補講

　　開講期間：平成 26 年 4月～ 7月

　　コーディネーター：村松由起子

　　クラス編成及び受講者数

　　時間割

　② Basic Japanese

　　開講期間：平成 26 年 10 月～平成 27 年 2月

　　コーディネーター：村松由起子

　　クラス編成及び受講者数

　　時間割

月　Mon. 火　Tue. 水　Wed. 木　Thu. 金　Fri.

1
9:30-10:15

初中級文法
（村松）

初中級会話
（村松）

3
13:30-14:15

初中級漢字
（村松）

クラス名 回数 受講者数

漢字　初歩 15 4

会話　初歩 15 4

文法　初歩 15 5

クラス名 回数 受講者数

Basic Kanji 15 8

Basic Grammar 15 12

Basic Conversation 15 14

月　Mon. 火　Tue. 水　Wed. 木　Thu. 金　Fri.

2
10:30-12:00

漢字初歩
（石川）

会話初歩
（坂本）

4
14:40-16:10

文法初歩
（吉村）

月　Mon. 火　Tue. 水　Wed. 木　Thu. 金　Fri.

2
10:30-12:00

Basic
Kanji
吉村

3
13:00-14:30

Basic　
Conversation

坂本

4
14:40-16:10

Basic
Grammar
吉村
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2．留学生相談・支援

（1）留学生相談

　国際交流センターは、生活指導も含めた留学生への支援を重要な柱として、教員の留学生に対する教

育研究指導を側面から援助・サポートしている。留学生の相談窓口として、次のものを用意している。

 1 ．留学生相談担当教員による相談

　留学生相談室では、相談担当教員 4名の体制で相談を受け付けている。留学生が生活全般で直面する

様々な困難に対応するほか、履修全般に関する相談、就職相談、進学相談など、幅広い相談を受け付け

ている。

 2 ．国際課留学生係の相談窓口

　ビザ、奨学金、宿舎、その他様々な手続きの書類などに関する相談を受け付けている。

 3 ．国際交流会館における生活相談

　 2 名のチューターが国際交流会館に居住し、国際交流会館に住む留学生の生活全般について相談を受

け付けている。

留学生相談窓口の場所：

IGNITE棟-205　　　浜島昭二特任教授（生活相談）内線：6958

F棟-408　　　　　桂田浩一准教授（専門科目等の相談）内線：6884

B棟-309　　　　　リム　パンボイ准教授（専門科目、生活相談）内線：6942

G1棟-601　　　　　蒲原弘継特任助教（専門科目、生活相談）内線：6923

国際課留学生係　 Ｂ棟 1階　窓口⑨番　内線：6546

国際交流会館　　　会館チューター（101号室～103号室）

（2）履修相談会

　国際交流センターでは、平成23年度から学生支援室と共

催で履修相談会を開催している。履修相談会では、各系お

よび国際プログラムから選ばれたチューター 2～ 5名が留

学生を含む新入生・在学生に対して科目選択のアドバイス

を行った。平成26年度は前期・後期のそれぞれ開始直後（前

期： 4 月 8日～12日、後期：10月７日～10日）に開催し、

前期には111人（うち留学生17人）、後期には61人（うち留

学生16人）の相談者が各系のブースを訪れた。

（3）学業相談会

　学部留学生は日常生活に困らないレベルの日本語能力を有するものの、ネイティブレベルに達してい

るものは少ない。このため日本語で開講される講義の単位取得に苦労する者が多い。国際交流センター

ではこうした学部留学生の単位取得のサポートを行うために、平成22年度から学業相談会を実施してい

る。学業相談会では、相談教員が学部留学生の単位取得状況と学業の進捗状況を把握した上で、学業に

ついての適切なアドバイスを行っている。また、単位の取得に困難を伴う留学生に対しては、個々の科

目の補習を行うパワーチューターを配置して、単位取得のサポートを行っている。
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（4）留学生のための就職支援

　留学生のための進路・就職ガイダンスおよび学内企業説明会を下記のとおり実施した。日本のビジネ

ス習慣や就職活動への理解を深めるため、留学生を対象にきめ細かな指導および支援を行っている。

　第 1回実施日時：10 月 22 日（水）18：00 ～ 19：00

　　内容：進路確認と就職活動の進め方等

　第 2回実施日時：11 月 17 日（月）18：00 ～ 20：00

　　内容：ASEAN 留学生向けの自己 PR ワークショップ

　　　　　（日本アセアンセンター協力）

　第 3回実施日時： 1月 23 日（月）18：00 ～ 19：30

　　内容：現在企業に就職している本学 OB・OG 留学生　

　　　　　および内定留学生 2名の講演

　　場所：A2 棟 201 講義室

　　担当：留学生相談担当教員、国際課留学生係

　留学生対象学内就職説明会

　　実施日時： 2月 10 日（火）14：00 ～ 15：30

　　内容：個人面接、グループ面接対策

　　　　　（（株）オリジネーター協力）

　　場所：IGNITE 棟 105 講義室、106 会議室

　　担当：留学生相談担当教員、国際課留学生係

（5）留学生のための日本語能力試験等説明会

　留学生の就職活動支援の一環として、日本語能力試験、ビジネス

日本語能力テスト等の日本語資格試験に関する説明会を実施した。

　　実施日時： 4月 25 日（金）12：15 ～ 12：50

　　場所：IGNITE 棟 105 教室　

　　担当：村松由起子（国際交流センター 日本語担当教員）

　　参加者数：20 名

（6）安全講習会（自動車等の運転）

　新入留学生を対象とした安全講習会を 2回実施した。

　本講習では豊橋警察署から講師をお招きしての講話ののち、　　

留学生相談担当教員からの講習が行われた。

　日本の交通ルール、保険、事故にあった場合の対処法などに

ついて説明、特に日本の運転免許証の取得方法、国際運転免許

証の注意点について詳細に確認を行う等、渡日間もない留学生

にとって、本講習は　日本での安全な留学生活を始める上で重

要なものとなっている。

　第 1回実施日時：  4 月 7 日（月）16：30 ～ 17：30

　第 2回実施日時：10 月 2日（木）16：45 ～ 17：05

　　場所：A2 棟 101 講義室

　　担当：留学生相談担当教員、国際課留学生係
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3．留学生交流

（1）センター主催行事一覧

（2）国際交流デー

　年数回テーマを変えて実施している。今年度実施したテーマは下記のとおり。

　○世界のお茶会

　国際交流センターでは、学内関係者の積極的な国

際交流を行うことを目的として、毎年「国際交流デ

ー」を実施しており、今年度は 6月13日（金）にＡ

棟横テント下で「世界のお茶会」と題して実施した。

インドネシアのエス ブア、トルコのトルコティー、

中国のジャスミンティーなど17カ国・地域の留学生

がそれぞれ用意した各国のお茶をふるまい、日本人

学生と留学生が用意したパフォーマンスを鑑賞しな

がら学内関係者相互の異文化交流が行われた。

№ 行事名 内容 開催日 参加者数

1 
4月期外国人留学生ガイダンス及び

懇親会

新入学外国人留学生のためのオリエンテーション及び情報

交換会
4月 3日 110 

2 
チューターガイダンス・交通安全講

習会

留学生をサポートする学生へのガイダンス / 留学生に日本

で車を運転する場合の交通規則や保険、税、法律などをレ

クチャーする

4月 7日 43 

3 第13回国際交流デー（リサイクルデー）留学生のための家具電化製品リサイクル活動 4月 7日 100 

4 第14回国際交流デー(世界のお茶会）
日本人学生と留学生が母国のお茶、お菓子、ステージパ

フォーマンスで国際交流
6月13日 600 

5 オープンキャンパス
① TOEIC に挑戦 & 映画を楽しもう②世界の文化に触れてみ

よう
8月23日 222 

6 特別推薦入学者等の海外研修（第2期）

マレーシアに滞在し異なる文化・社会に接しながら学生と

の交流・ホームステイを通じてグローバルな物の見方考え

方を養う

8月31日～ 9月 6日 18 

7

10月期外国人留学生ガイダンス・

チューターガイダンス・安全講習会

・懇親会

新入学外国人留学生のためのオリエンテーション及び留

学生に交通規則等日本で生活するうえでのルールをレク

チャーする／留学生をサポートする学生へのガイダンス

10月 2 日 150 

8 第15回国際交流デー（リサイクルデー）留学生のための家具電化製品リサイクル活動 10月 3 日 100 

9 国際研修プログラム（受入）

文化や思考様式の異なる様々な学生とのグループディス

カッションを通じて英語でのコミュニケーション能力を養

う

10月16日～11月 1 日 50 

10
第16回国際交流デー（ワールドスポー

ツデー）

スポーツを通じて日本人学生・教職員と留学生・外国人教

員の交流を活発化させ国際交流を推進
11月22日 80 

11 トヨタ工場見学ツアー 国際交流クラブ CALL の学生とトヨタ工場見学 3月 9日 35 

12 外国人留学生意見交換会及び懇談会 留学生支援団体等と意見交換会及び懇談会 3月10日 200 

13 外国人留学生学外研修 文化体験・施設見学等（京都） 3月12日～13日 23 

14 特別推薦入学者等の海外研修（第3期）

マレーシアに滞在し異なる文化・社会に接しながら学生と

の交流・ホームステイを通じてグローバルな物の見方考え

方を養う

3月15日～23日 21 

合計 2,030 



－ 42 －

　○ワールドスポーツデー

　目的：スポーツを通じた交流の活性化とキャンパス

　　　　の国際化

　日時：11月22日（土）

　場所：体育館、運動場、野球場

　○リサイクル活動

　本学卒業生の不要となった生活品でまだ使うことができるものを学内でリサイクルする「リサイクル

　活動」を実施

　提供（秋）：平成26年10月 3 日（金）　回収：平成26年 9月27日（土）、  9 月30日（火）

　提供（春）：平成27年 4月 7日（月）　回収：平成27年 3月21日（土）～ 3月22日（日）

　場所：国際交流会館

（3）留学生学外研修

　 3 月12日（木）、13日（金）に外国人留学生学外研修を実施した。この学外研修は、当該年度に入学

した留学生を対象に日本の文化、歴史における名所・旧跡、市街地等の見学、日本文化体験等を通じて

日本への理解を深めてもらうことを目的として毎年実施している。

　今年度は、19名（日本人チューター 2名含む）の参加があり、世界文化遺産である京都市内の建造物

の見学、京都市市民防災センター、友禅染伝統文化体験等留学生の意見を取り入れ、国際交流センター

教員の企画で実施した。参加者からは日本への理解が深まった、地震のあまりない国から来たので地震

の知識を得る貴重な機会となったなどの声が聞かれ、有意義な学外研修となった。
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（4）地域交流

　①語学講師等派遣

　②まつり等

　③ホーム・ビジット等

№ 行事名 派遣先 内容 開催日 参加者数

1 国際交流さくら総会 国際交流さくら 各国の文化について学ぶため留学生 2名を講師として派遣 6 月15日 2 

2 English Summer Camp 新城国際交流協会 新城市の中学生と英語を使って交流　ＡＥＴ講師の補助業務 8 月25日 10 

3 らくらく英語会話クラブ 蒲郡ＧＩＡ 蒲郡国際交流協会の英語クラブの講師 8 月21日 1 

4 時習館高等学校英語研修①②③ 時習館高等学校
高校生による英語口頭プレゼンおよびポスタープレゼンへのア

ドバイス等をする（英国での合同研究発表会に向けて）

10月26日 

12月14日 

1 月31日

42 

5 時習館高等学校英語研修「英語村」①② 時習館高等学校
高校 2 年生全員とグループ単位で英会話交流（時習館高校の

SSH（スーパー・サイエンス・ハイスクール）事業）

12月10日 

12月12日
22 

合計 77 

№ 行事名 派遣先 内容 開催日 参加者数

1 平成 26 年度第 1回国際交流懇談会 一般社団法人中部経済連合会
国際交流懇談会に登録の各大学から留学生を募り母国をアジア

圏とする優秀な人材と企業等の交流を図る
4 月 9 日 3 

2 留学生招待花見の会 豊橋地区日中友好協会 花見をしながらの交流 4 月 6 日 10 

3 たはらお花見会 たはら国際交流協会 たはら国際交流会の方々とポットラックでお花見 4 月 6 日 15 

4 みんなで国際交流 with ポットラック たはら国際交流協会 手作りの料理やお菓子を持ち寄っての交流 5 月25日 3 

5 新城英語道場 1 新城国際交流協会 本多プラスと設楽原資料館の見学 6 月22日 4 

6 豊橋祇園祭鑑賞会 豊橋市国際交流協会 豊橋祇園まつりにて、桟敷席から花火大会を鑑賞する 7 月19日 54 

7 新城英語道場 2 新城国際交流協会 東海自然道のハイキング 7 月19日 6 

8 新城英語道場 3 新城国際交流協会 旧家でのお茶会＆山登り 8 月 9 日 5 

9 第 27 回 JAPAN TENT －いしかわ－ JAPAN TENT 開催委員会事務局
留学生を石川県に招待し、伝統文化を体験しながら国際交流を

深める。ホストファミリー宅にも滞在。
8 月20日～26日 4 

10 豊川国際交流会 豊川国際交流協会 お月見交流イベント 9 月15日 1 

11 豊橋国際交流協会 25 周年記念行事 豊橋市国際交流協会 豊橋国際交流協会設立 25 周年記念式典と喜多郎氏コンサート 9 月18日 31 

12 新城英語道場 4 新城市国際交流協会 新城中高生と巴湖にてカヌー体験 9 月14日 9 

13 豊橋まつり 豊橋市国際交流協会 豊橋まつりの総踊りに参加 10月18日 16 

14 ベトナム留学生との交流会 新城国際交流さくら ベトナム料理を通じての交流 11月16日 4 

15 新城国際交流＆国際交流さくらクリスマス会 新城国際交流さくら カンボジア学生と家族を招き交流 12月14日 3 

16 ライオンズクラブ懇談会 ライオンズクラブ豊橋 留学生による自国の紹介を交えた交流会 1 月19日 3 

17 節分交流会 豊川国際交流協会 節分にまつわるイベントで交流 2 月 1 日 1 

18 世界のお茶と音楽のつどい
新城市国際交流協会

国際交流さくら
新城市民を対象に音楽とお茶を通じ交流 2 月15日 10 

合計 182 

№ 行事名 派遣先 内容 開催日 参加者数

1 ヒッポファミリークラブ１泊ホームステイ ヒッポファミリークラブ 日本の家庭に一泊ホームステイ 6 月・11月 3 

2 留学生との交流会（佐久島会） 蒲郡 GIA 会員 蒲郡 GIA 会員別荘での交流会　バーベキュー、釣り、散策など 9 月・11月・1月 6 

　合計 9 
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4．国際研修

　他国の学生やそこで暮らす人びととの交流を通じて、異なる文化や考え方、価値観を知ることで、自

らを見つめなおし、国際社会の一員としての視点を新たにすることが、グローバル化の進む社会を生き

抜くために肝要である。本学では、こうした機会を広く学生に提供すべく国際研修プログラム（派遣・

受入）を継続的に実施してきた。本年度は国際交流センターが新たにマレーシアのペナンにおいて第 2

期と第 3期の特別推薦入学者等の海外研修（派遣）を、国際教育センターおよび交流協定校のマレーシ

ア科学大学の協力を得て実施した。また昨年度に実施されていた国際研修プログラム（受入）は日本 ･

アジア青少年サイエンス交流計画さくらサイエンスプランの助成を得ることができ、本学過去最大規模

の 6大学23名の学生を受け入れた。

（1）特別推薦入学者等の海外研修（派遣）（本学ペナン校・マレーシア科学大学）

　本研修では、ペナン校でのマレーシア科学大学学生とのワークショップをはじめ、マレーシア科

学大学（メインキャンパスおよび工学部キャンパス）での研究室等の見学、日系企業（Panasonic 

Automotive System 社）と海外企業（第 2期：National Instruments 社、第 3期：Mini-circuit 社）の見

学、ジョージタウン（世界遺産）の見学、ホームステイ（第 2期 1泊、第 3期 2泊）など短期間で充実

した内容となった。

　訪問・研修先：ペナン校、ジョージタウン、マレーシア科学大学メインキャンパスおよび工学部キャ

　　　　　　　　ンパス、ペナン近郊のホストファミリー宅

　（第 2期）

　参加学生：平成25年度特別推薦入学者学部 4年生14名

　期間：平成26年 8月31日～ 9月 6日（ 7 日間）

　引率教職員：大門裕之、蒲原弘継、福村静、萩原孝明

　（第 3期）

　参加学生：平成26年度特別推薦入学者および前期卓越した技術科学者養成プログラム選抜者

　　　　　　学部 3年生計18名

　期間：平成27年 3月15日～ 3月23日（ 9 日間）

　引率教職員：ライアン ユージン、蒲原弘継、萩原孝明

　 本学ペナン校で環境問題について議論する
　 本学とマレーシア科学大学の学生たち（第 2期）

　　　　Mini-circuit 社を訪問し、日系企業
　　　 との違いを実感した本学学生（第 3期）
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（2）国際研修プログラム（受入）（バンドン工科大学、タドラコ大学、マレーシア工科大学、マレー

シア科学大学、ホーチミン市工科大学、中国東北大学）

趣旨：工学を学んでいる優秀なアジアの大学生を協定大学から招へいし、本学の特徴である異分野融合

　　　による価値創造型工学研究の最先端の施設を紹介するとともに、本学学生とのディスカッション

　　　･研究室体験を通して ､異分野 ･異文化同士の交流を深め ､今後アジアをリードするイノベーシ

　　　ョン人材の育成に貢献する。

参加大学：マレーシア科学大学（ 4 名）、マレーシア工科大学（ 4 名）、インドネシア・バンドン工科大

　　　　　学（ 3 名）、インドネシア・タドラコ大学（ 4 名）、ベトナム・ホーチミン市工科大学（ 4 名）、

　　　　　中国東北大学（ 4 名）

期間：8月31日～ 9月 6日（ 7 日間）

内容：1）エレクトロニクス先端融合研究所、人間 ･ ロボット共生リサーチセンター等 ､ 本学の先端研

　　　究施設の見学、2）日本滞在中に必要となる簡単な日本語会話の講義、3）各受入学生の専攻に分

　　　かれての研究室訪問、4）本学学生との混成グループでのディスカッション、5）本学の産学官連

　　　携事業であるバイオマスパークの見学、6）学外施設見学として、トヨタ産業技術記念館の見学、

　　　7）豊橋市国際交流協会の協力による市内文化施設（三ノ丸会館）での日本伝統文化体験

　

　国籍や専攻の異なる学生がグループをつくり、Disaster Prevention、Future City、Industrial 

Development and Environmental Conservation、Technology for Human Health、Campus Life といっ

たテーマを自由に議論した。発表会では非常にユニークな発表が多く、学生からも活発な質疑が行われ

た。

生け花体験

発表会

茶道体験

グループディスカッション
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区　　分

在籍身分状況
合　　　計

正規生 非正規生

学部 修士 博士 研究生等

国費
私費

合計
国費

私費
国費

私費
国費

私費
国費

私費

政府 自費 政府 自費 政府 自費 政府 自費 政府 自費

◆アジア◆

1 インド 1 1 1

2 インドネシア 3 3 6 3 15 1 7 24 31

3 ベトナム 10 1 12 3 1 25 26

4 カンボジア 1 1 2 2

5 スリランカ 1 1 2 2

6 タイ 1 1 1

7 大韓民国 2 3 5 5

8 中華人民共和国 3 2 3 1 2 7 9

9 ネパール 1 1 1

10 パキスタン 1 1 1

11 バングラデシュ 1 3 1 1 4 2 6

12 マレーシア 34 16 8 1 34 25 59

13 モンゴル 2 3 5 5

14 ラオス 1 1 3 1 4 5

◆中南米◆

15 ブラジル 1 1 1

16 ペルー 1 1 1

17 メキシコ 1 1 1 1 2

◆ヨーロッパ◆

18 ウズベキスタン 1 1 1

19 ボスニア・ヘルツェゴビナ 1 1 1

◆中東◆

20 パレスチナ 1 1 1

21 アフガニスタン 5 5 5

22 トルコ 1 1 1

◆アフリカ◆

23 エジプト 1 1 1 1 2

24 ウガンダ 1 1 1 1 2

25 ギニア 1 1 1

26 アルジェリア 1 1 1

27 タンザニア 1 1 1 1 2

28 チュニジア 1 1 1

小  計 1 34 22 13 54 7 34 3 8 24 34 118 176

合  計 57 67 41 11 176

H26.5.1 現在

5．資料

在学留学生情報

（1）外国人留学生受入状況
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区　　分

宿舎状況
合　　　計

大学宿舎 大学宿舎以外

国際交流会館 学生宿舎 国際棟 公営住宅 民間アパート 社員寮

国費
私費

合計
国費

私費
国費

私費
国費

私費
国費

私費
国費

私費
国費

私費

政府 自費 政府 自費 政府 自費 政府 自費 政府 自費 政府 自費 政府 自費

◆アジア◆

1 インド 1 1 1

2 インドネシア 2 3 1 8 5 12 7 24 31

3 ベトナム 4 5 13 1 3 1 25 26

4 カンボジア 1 1 2 2

5 スリランカ 1 1 2 2

6 タイ 1 1 1

7 大韓民国 1 4 5 5

8 中華人民共和国 1 2 2 4 2 7 9

9 ネパール 1 1 1

10 パキスタン 1 1 1

11 バングラデシュ 1 1 3 1 4 2 6

12 マレーシア 3 5 2 5 31 13 34 25 59

13 モンゴル 1 4 5 5

14 ラオス 1 2 1 1 3 4

◆中南米◆

15 ブラジル 1 1 1

16 ペルー 1 1 1

17 メキシコ 1 1 1 1 2

◆ヨーロッパ◆

18 ウズベキスタン 1 1 1

19 ボスニア・ヘルツェゴビナ 1 1 1

◆中東◆

20 パレスチナ 1 1 1

21 アフガニスタン 1 1 3 5 5

22 トルコ 1 1 1

◆アフリカ◆

23 エジプト 1 1 1 1 2

24 ウガンダ 1 1 1 1 2

25 ギニア 1 1 1

26 アルジェリア 1 1 1

27 タンザニア 1 1 1 1 2

28 チュニジア 1 1 1

小  計 6 3 18 12 23 1 15 17 31 49 24 34 117 175

合  計 27 12 23 16 97 175

H26.5.1 現在（1名については休学につき帰国中）

（2）外国人留学生宿舎状況

（3）奨学金受給状況　　（H27.1.1 現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■民間団体等の奨学金の内訳

国費
14%

政府派遣
21%

JICA
5%

■民間団体等の
奨学金
31%

その他
13%

奨学金なし
16%

日本学生支援機構私費外国人留学生学習奨励費 8

ロータリー米山記念奨学会 7

名鉄国際育英会 3

ＮＧＫ留学生基金 5

愛知のものづくりを支える留学生奨学金 6

にっとくアジア留学生奨学基金 2

ドコモ留学生奨学金 2

マブチ国際育英財団 1

日揮・実吉奨学会 2

市原国際奨学財団 2

ヒロセ国際奨学財団 2

オーエスジー外国人留学生奨学金 2

天野工業技術研究所 1

豊田通商留学生奨学金 2

横山国際奨学財団 3

トヨタコミュニケーションシステム奨学金 2

大幸財団 1

合計 51
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国際交流センター状況

（1）CALL 教室および自習室利用状況

　　CALL 教室の授業外開放（ 4 月～ 8月、10月～ 2月の平日：9時から19時開放）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23年度にデジタル式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＬＬシステムへの更

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新、24度末にパソコ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン全台およびサーバ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を更新し、安定した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動作環境にある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「自習」利用者数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（過去 3年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24年度　395名　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25年度　347名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26年度　358名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「授業」利用者数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（過去 3年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24年度　3,211名　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25年度　4,438名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26年度　3,878名
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　自習室の利用時間（平日の午前 9時から午後10時まで）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今年度末に一部視聴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覚機器およびブース

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の更新を行った。ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た学習用スペースを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新たに設けた。更新

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　により、室内の雰囲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気も明るくなった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昨年度と比較すると、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本人学生、留学生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の利用者ともに増加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3年間の利用者数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24年度　3,018名　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25年度　2,770名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26年度　3,092名

（2）平成26年度に導入した主な設備及び教材

＜設備＞

● AV ブース　1式× 8ブース

●学習用ブース　1式× 4ブース

＜機器＞

●液晶モニター TV SHARP AQUOS LC-19K20 8 台

● Blu-ray/DVD ﾌﾟﾚｰﾔｰ SONY BDP-S1200 8 台

●カセットデッキ TEAC W-890R MK Ⅱ　1台

＜教材＞

オンライン教材

● NetAcademy2  ｽｰﾊﾟｰｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞｺｰｽ

● NetAcademy2  TOEIC Ⓡテスト 2000 ｺｰｽ

DVD 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

●英語、その他外国語（映画）

　「アナと雪の女王」「アメリカン・ハッスル」　

　「ウォルト・ディズニーの約束」

　「鑑定士と顔のない依頼人」「KOKOWÄÄH」

　「大統領の執事の涙」「タイピスト！」

　「Das Schloss im Himmel」「なんちゃって家族」

　「はじまりは 5つ星ホテルから」

*教材は全て自習室に配架してあります。

　「バックコーラスの歌姫たち」「ヒッチコック」

　「マリーゴールド・ホテルで会いましょう」

●日本語（映画）

　「永遠の 0 」「風立ちぬ」「そして父になる」

　「小さいおうち」

テキスト

CD

●英語教材

　英検 1級総合対策教本

　英検準 1級総合対策教本

　英検 2級総合対策教本

　英検準 2級総合対策教本

　英検 1級過去 6回全問題集

　英検準 1級過去 6回全問題集

　英検 2級過去 6回全問題集

　英検準 2級過去 6回全問題集
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（3）行事一覧

月 日　付 行事

　4月  3 日（木） 新入留学生ガイダンス・懇談会（前期）

 7 日（月） 留学生のための安全講習会、チューターガイダンス、国際交流会館ガイダンス

 7 日（月） 第13回国際交流デー　～ リサイクルデー ～

 7 日（月） 中国留学生招待交流会　日中友好協会（学外招待）

 8 日（火） 第 1回 CIR スタッフミーティング

 8 日（火）～ 14 日（月） 前期履修相談会（学生支援室と共催）

 9 日（水） 国際交流懇談会（学外招待）、中部経済連合会（学外招待）

14 日（月） 前期日本語研修コース（初級）プレイスメントテスト、授業開始、開講式

15 日（火） 前期日本語初中級コース、前期日本語補講授業開始、NGK スカラシップ奨学金授与式

18 日（金） 在日インドネシア研究者を迎えての国際ワークショップ

22 日（火） 第 1回 IGNITE 運営会議

23 日（水） 会社説明会　東レ（株）・（株）MARUA

24 日（木） 日本ガイシスカラシップ授与式

25 日（金） 日本語能力試験等説明会

　5月 13 日（火） 第 2回 CIR スタッフミーティング

13 日（火）～ 14 日（水） 第 1回留学生のための学業相談会

27 日（火） 第 2回 IGNITE 運営会議

30 日（金） 前期日本語研修コース　研修旅行

　6月  9 日（月）～ 10 日（火） 第 2回留学生のための学業相談会

10 日（火） 第 3回 CIR スタッフミーティング

13 日（金） 第13回国際交流デー　～（世界のお茶会）～

22 日（日） MJHEP 説明会（マレーシア）

22 日（日） 新城英語道場　新城国際交流協会（学外招待）

24 日（火） 第 3回 IGNITE 運営会議

25 日（水） 会社説明会　オーエスジー（株）

　7月  4 日（金） 第 4回 CIR スタッフミーティング

 7 日（月）～ 8 日（火） 第 3回留学生のための学業相談会

14 日（月） 留学生対象学内就職説明会（国際交流プログラム向け）

19 日（土） 祇園花火　豊橋市国際交流協会（学外招待）、新城英語道場　新城国際交流協会（学外招待）

22 日（火） 第 4回 IGNITE 運営会議

　8月  5 日（火） 第 5回 CIR スタッフミーティング

 6 日（水） 日本語研修コース（前期入学）　修了発表会、修了式

 9 日（土） 新城英語道場　新城国際交流協会（学外招待）

18 日（月）～ 20 日（水） 集中講座【英会話】

23 日（土） オープンキャンパス

25 日（月）～ 26 日（火） 集中講座【マレー語】

　9月 8月 31 日（日）～ 9月 6日（土） 特別推薦入学者等の海外研修（派遣：マレーシア　USM）

 9 日（火） 第 6回 CIR スタッフミーティング

14 日（日） 新城英語道場　新城国際交流協会（学外招待）

17 日（水） 駐日パキスタン大使講演会

18 日（木） 豊橋市国際交流協会　設立25周年記念行事（学外招待）

30 日（火） 第 5回 IGNITE 運営会議

 10 月  2 日（木） 新入留学生ガイダンス、チューターガイダンス（後期）、留学生のための安全講習会

 3 日（金） 第14回国際交流デー　～リサイクルデー～、国際交流会館ガイダンス

 4 日（土） 中国留学生招待交流会　日中友好協会（学外招待）

 6 日（月） 国際交流会館ガイダンス

 7 日（火） 第 7回 CIR スタッフミーティング

 8 日（水）～ 10 日（金） 後期履修相談会（学生支援室と共催）

10 日（金） 後期日本語研修コースⅠ（初級）、研修コースⅡ（初中級）プレイスメントテスト

14 日（火） 後期日本語研修コースⅠ（初級）、研修コースⅡ（初中級）、Basic Japanese　授業開始

16 日（木） 国際研修プログラム（受入）参加学生対象　事前研修　

18 日（土） 豊橋まつり「総おどり」豊橋市国際交流協会（学外招待）

22 日（水） 第 1回留学生のための進路・就職ガイダンス　～留学生のための進路・就職アドバイス～

26 日（日）～ 11 月 1 日（土） 国際研修プログラム（受入：インドネシア ITB、タドラコ、マレーシア USM、UTM、ベトナム HCMUT、中国　東北）

28 日（火） 第 6回 IGNITE 運営会議

 11 月  4 日（火） 第 8回 CIR スタッフミーティング

 6 日（木）～ 7 日（金） 第 4回留学生のための学業相談会

17 日（月） 第 2回留学生のための進路・就職ガイダンス　～ ASEAN からの留学生向けガイダンス～

22 日（土） 第15回国際交流デー　～ワールドスポーツデイ～

25 日（火） 第 7回 IGNITE 運営会議

 12 月  2 日（火） 第 9回 CIR スタッフミーティング

 9 日（火）～ 10 日（水） 第 5回留学生のための学業相談会

　1月  6 日（火） 第 8回 IGNITE 運営会議

13 日（火） 第10回CIR スタッフミーティング

23 日（金） 第 3回留学生のための進路・就職ガイダンス　～先輩・卒業生からの進路・就職アドバイス～

27 日（火） 第 9回 IGNITE 運営会議

　2月  3 日（火） 第11回CIR スタッフミーティング

 4 日（水）～  5 日（木） 第 6回留学生のための学業相談会

10 日（火） 留学生対象学内就職説明会

23 日（月） 第10回IGNITE 運営会議

24 日（火） 特別推薦入学者等の海外研修事前説明会

　3月  9 日（月）～ 11 日（水） 集中講座（中級 TOEIC 対策）

10 日（火） 第12回CIR スタッフミーティング、留学生意見交換会・留学生懇談会

12 日（木）～ 13 日（金） 留学生学外研修（ 1 泊 2 日）

15 日（日）～ 23 日（月） 特別推薦入学者等の海外研修（派遣：マレーシア　USM）

24 日（火） 第11回IGNITE 運営会議

その他の活動：留学生相談、同窓会、IGNITE 活動報告書発行
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（4）スタッフ出張報告一覧

日　程 用務地 用務先 出張者

 4 月 9 日（水） 名古屋市 ＪＩＣＡ中部国際センター 大門　裕之

 4 月22日（火） 東京都千代田区 文部科学省 桂田　浩一

 4 月24日（木） 名古屋市瑞穂区 日本ガイシ株式会社 大門　裕之

 5 月30日（金） 名古屋市 名古屋港水族館 村松　由起子

 6 月20日（金）～ 23 日（月） マレーシア MJHEP キャンパス ･クラリアントジャパン㈱ 大門　裕之

 8 月31日（日）～ 9 月 6 日（土） マレーシア マレーシア海外拠点及びマレーシア科学大学他
大門　裕之 

蒲原　弘継

 9 月 6 日（土）～22日（月） マレーシア マレーシア科学大学、プラゥバンディン、ペナン校 浜島　昭二

10月 7 日（火）～10日（金） マレーシア ペナン校、マレーシア科学大学 浜島　昭二

10月13日（月）～17日（金） マレーシア ペナン校 大門　裕之

10月15日（水）～18日（土） マレーシア マレーシア科学大学、ペナン校 浜島　昭二

10月22日（水）～27日（土） ジャカルタ バンドン工科大学 蒲原　弘継

10月26日（日） 常滑市 中部国際空港 大門　裕之

10月30日（木）～11月 2 日（日） マレーシア ペナン校 浜島　昭二

10月30日（木） 名古屋市 トヨタ産業技術記念館 蒲原　弘継

11月 6 日（木） 東京都文京区 拓殖大学文京キャンパス 大門　裕之

11月11日（火）～15日（土） マレーシア ペナン校 浜島　昭二

11月22日（土）～25日（火） モンゴル ウランバートル 新モンゴル高校 桂田　浩一

11月29日（土） 名古屋市 キャッスルプラザ 大門　裕之

12月 4 日（木）～ 6日（土） マレーシア ペナン校 浜島　昭二

12月12日（金）～16日（火） マレーシア ペナン校 浜島　昭二

12月12日（金）～17日（水） マレーシア ペナン校
大門　裕之 

蒲原　弘継

12月19日（土） 東京都千代田区 文部科学省・国土交通省 大門　裕之

12月21日（月） 兵庫県西宮市 関西学院大学西宮上ヶ原キャンパス 桂田　浩一

 1 月13日（火）～17日（土） マレーシア マレーシア科学大学 蒲原　弘継

 1 月31日（土）～ 2 月 3 日（火） マレーシア ペナン校
大門　裕之 

浜島　昭二

 2 月 5 日（木） 大阪府吹田市 大阪大学吹田キャンパス 大門　裕之

 2 月６日（金）～10日（火） インドネシア・メダン 北スマトラ大学 大門　裕之

 2 月19日（木）～23日（月） マレーシア
マレーシア科学大学 

本学マレーシア海外教育拠点
ライアン　ユージン

 2 月23日（月） 東京都新宿区 新宿野村ビル 桂田　浩一

 3 月10日（火）～14日（土） ニューヨーク ニューヨーク市立大学クイーンズカレッジ 大門　裕之

 3 月12日（木）～13日（金） 京都市 京都市市民防災センター　他
桂田　浩一 

ライアン　ユージン

 3 月15日（日）～21日（土） マレーシア マレーシア海外教育拠点及びマレーシア科学大学他 ライアン　ユージン

 3 月15日（日）～23日（月） マレーシア マレーシア海外教育拠点及びマレーシア科学大学他 蒲原　弘継

 3 月19日（木） 名古屋市 ＪＩＣＡ中部
大門　裕之 

浜島　昭二

 3 月20日（金）～23日（月） 中国・北京 全国農業展覧館新館 村松　由起子

 3 月24日（火） 東京都文京区 拓殖大学文京キャンパス 桂田　浩一
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6．CIR スタッフ一覧

＜事務担当＞

氏　名 所　属　等

大　門　裕　之 CIR センター長、教授（環境・生命工学系兼務）

浜　島　昭　二 CIR 特任教授（国際教育センター兼務）

桂　田　浩　一 CIR 准教授（情報・知能工学系兼務）

村　松　由起子 CIR 准教授

吉　村　弓　子 CIR 准教授

ライアン　ユージン CIR 講師（～平成26年 9 月）　准教授（平成26年10月～）（総合教育院兼務）

蒲　原　弘　継 CIR 特任助教

鈴　木　聖　子 CIR 助手

氏　名 所　属　等

中　田　尚　樹 国際課長

與　語　貴　生 国際課留学生係長

福　村　　　静 国際課留学生係主任

栗　田　多映子 国際課留学生係主任

萩　原　孝　明 国際課留学生係主任（平成26年 9 月～）

浦　川　辰　也 国際課留学生係係員（～平成26年 8 月）

梁　瀬　美　紀 国際課留学生係係員

村　田　も　え 国際課留学生係特命事務職員

河　合　智　子 国際課留学生係特命事務職員

松　本　智　枝 国際課留学生係特命事務職員（平成27年 3 月～）

田　口　悠　里 国際交流センター事務補佐員

村　越　朱　美 国際交流センター事務補佐員

高　橋　佳　子 国際交流センター技能補佐員
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